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ふれあい祭り 大盛況！

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■住宅用火災警報器は

取り付けましたか？（Ｐ２）

■町長室の窓（Ｐ３）

■まちの話題（Ｐ４～７）

■情報伝言板（Ｐ12～13）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel0820（56）7111<総務課>

11月８日、第23回宇佐木ふれあい祭りが宇佐木コミュニテ
ィセンターで開かれました。
地域の学習団体や自治会などを中心に、作品展示や演芸発表

などが行われ、また子ども会や婦人会、学習サークルによる各
種バザーや会食など、地域が一体となって催されました。
23演目行われた演芸発表では、フラダンスや健康体操、カ

ラオケ、ハーモニカ演奏、珍しい踊りなど、さまざまな発表に、
会場は大いに盛り上がりました。
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不
適
正
な
価
格
、
強
引
な
販
売
な
ど

を
行
う
業
者
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

火
災
警
報
器
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

の
対
象
で
す
。
購
入
後
、
一
定
期
間
内

で
あ
れ
ば
、
買
い
戻
し
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◇
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
！

■
相
談
窓
口

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

Tel
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

月
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
７
時

土
曜
日
　
　
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

■
問
合
せ
先
　
町
役
場
総
務
課
　
Tel
（
５
６
）
７
１
１
１

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
、
火
災
の
熱
や
煙
を
感
知

し
て
警
報
を
鳴
ら
し
、
火
災
を
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

消
防
法
で
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
、
煙
式
（
煙
を
感
知
す
る
タ
イ
プ
）
で
す
。

煙
は
伝
わ
る
速
度
が
早
い
の
で
、
い
ち
早
く
火
災
を
発

見
し
、
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
年
、
全
国
の
建
物
火
災
に
よ
り
１
０
０
０
人
を
超
え
る
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
火
災
の
約

９
割
が
住
宅
で
発
生
し
、
死
亡
原
因
の
約
７
割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

火
災
を
い
ち
早
く
発
見
し
、
痛
ま
し
い
事
故
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
す
べ
て
の
住
宅
に
「
住
宅

用
火
災
警
報
器
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
新
築
の
住
宅
…
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
設
置
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す

・
既
存
の
住
宅
…
平
成
23
年
６
月
１
日
ま
で
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
所
は
、
基
本
的
に
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
火
災
警
報
機
の
設
置
場
所

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

取
り
付
け
ま
し
た
か
？

△天井取り付け

タイプ

△壁取り付け

タイプ

火
災
警
報
器
は
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク

付
製
品
（
日
本
消
防
検
定
協
会

の
検
定
合
格
品
）
を
推
奨
し
ま

す
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

（

）

①
寝
室
（
子
供
部
屋
も
含
む
）

②
寝
室
の
あ
る
階
の
階
段

（
寝
室
が
１
階
の
み
の
場
合
は
除
く
）

③
４
畳
半
（
７
m2

）
以
上
の
居
室
が
５
部
屋
以
上
あ
る
場
合
、

そ
の
階
の
廊
下
ま
た
は
階
段



光
陰
、
矢
の
如
し
。
今
年
も
、

は
や
年
の
瀬
を
迎
え
ま
し
た
。
心

ま
で
寒
く
な
る
よ
う
な
事
件
や
事

故
が
多
発
す
る
昨
今
、
本
町
で
は

心
温
ま
る
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が

続
い
て
い
ま
す
。
秋
の
叙
勲
を
は

じ
め
、
各
分
野
で
、
全
国
表
彰
、

県
選
奨
、
県
知
事
表
彰
…
と
、
受

章
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。
受
章
者
の

方
々
に
心
か
ら
祝
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
そ

の
活
動
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
ご
家

族
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、

そ
の
ご
労
苦
を
お
ね
ぎ
ら
い
申
し

上
げ
ま
す
。

一
方
で
、
蔓
延
す
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
、

平
生
中
、
男
子
駅
伝
部
が
４
年
ぶ

り
に
全
国
大
会
へ
出
場
を
決
め
ま

し
た
。
ま
た
、
周
東
Ｆ
Ｃ
が
今
年

も
フ
ッ
ト
サ
ル
で
全
国
大
会
に
駒

を
進
め
ま
す
。
選
手
の
活
躍
に
熱

い
声
援
を
送
り
な
が
ら
、
彼
ら
が

全
国
の
舞
台
を
経
験
し
、
さ
ら
に

大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

さ
て
、
こ
の
と
こ
ろ
全
国
各
地

で
火
災
が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で

も
、
こ
の
10
月
に
は
大
き
な
被
害

を
生
ん
だ
建
物
火
災
が
発
生
。
改

め
て
火
事
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲

者
は
年
々
、
増
加
し
（
特
に
お
年

寄
り
）
、
そ
の
多
く
は
“
逃
げ
遅

れ
”
に
よ
る
も
の
と
の
こ
と
。
そ

こ
で
、
国
は
平
成
18
年
、
法
律
を

改
正
し
、
全
て
の
住
宅
に
「
火
災

警
報
器
」
の
設
置
を
義
務
付
け
ま

し
た
。
す
で
に
新
築
住
宅
に
は
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
既
存
の
住

宅
も
平
成
23
年
６
月
ま
で
に
設
置

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町

と
し
て
も
目
下
、
こ
の
設
置
を
呼

び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
尚
、
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
助

に
な
れ
ば
と
、
こ
の
た
び
町
独
自

の
施
策
と
し
て
、
「
災
害
時
要
援

護
者
」
の
世
帯
を
対
象
に
し
た
警

報
器
設
置
助
成
制
度
を
設
け
ま
し

た
（
広
報
10
月
号
に
掲
載
）
。
こ

う
し
て
、
地
域
全
体
で
防
火
、
防

災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
一
時
『
人
類
み
な

兄
弟
、
戸
締
り
用
心
、
火
の
用
心

（
♪
）』
と
い
う
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
大

き
な
疑
問
は
、
な
ぜ
人
類
み
な
兄

弟
な
ら
戸
締
り
が
必
要
な
ん
で
し

ょ
う
か
…
!?

と
も
あ
れ
、
泥
棒

と
違
っ
て
、
火
事
は
家
中
の
物
す

べ
て
を
灰
に
し
、
時
に
は
命
ま
で

奪
う
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
寒
さ

と
と
も
に
空
気
が
乾
燥
し
ま
す
。

火
の
用
心
　
火
の
用
心
　
で
良
い

年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
来
年
こ
そ

平
穏
で
心
和
む
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
…
。

火
災
警
報
器
の
設
置
を
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

！

！

年末年始の可燃ごみの
受け入れについて
年末年始における可燃ごみの周

東環境衛生組合（清掃センター／

柳井市南浜）への搬入は次のとお

りです。

●日時

・12月29日火、30日水

午前８時30分～12時、

午後１時～４時

・12月31日木～１月３日日（休み）

・１月４日月（平常通り）

午前８時30分～12時

午後１時～４時30分

◎12月29日、30日は特に混雑し

ますので、粗大ごみの搬入はご

遠慮ください。

◎年末年始問わず、指定袋で搬入

されても有料となります。

■問合せ先

周東環境衛生組合清掃センター

Tel（２２）２２７０

平成22年２月１日現在で、全国

一斉に『農林業の国勢調査』とい

われる「2010年世界農林業センサ

ス」が実施されます。

この調査は、今後の農林業の政

策に役立てるために５年ごとに実

施される極めて大切な調査です。

来年の１月中旬から農林業を営

んでいる皆さんのところに調査員

が訪問しますので、調査へのご協

力をお願いします。

２０１０年
世界農林業センサス

２
０
１
０
年

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

■問合せ先

町役場総合政策課政策調整班

Tel（５６）７１２０
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△宇佐木ふれあい祭り（11月 8日） △竪ヶ浜ふるさと祭り（11月８日） △大野公民館まつり（11月23日）

地域のおまつり

11
月
７
日
、
１
１
９
防
火
デ
ー
消
防
啓
発
行
事
が
町
内
全
域
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

平
生
町
消
防
団
の
全
９
分
団
は
、
そ
れ
ぞ

れ
消
防
団
の
機
材
と
区
域
の
水
利
の
点
検
を

行
っ
た
後
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の
広

報
巡
回
を
行
っ
て
、
町
役
場
に
集
合
。
団
長

へ
点
検
の
完
了
報
告
を
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

山
田
町
長
か
ら
平
生
町
消
防
団
に
新
し
い
消

防
団
の
活
動
服
や
靴
と
第
８
分
団
へ
ポ
ン
プ

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
尾
国
地
区
で
は
消
防
避
難
訓

練
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
に
お
い
て
も

消
防
啓
発
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
全
域
で
１
１
９
防
火
デ
ー

みかんの収穫を体験
11月19日、「きてみて！ひらおの会」主催によ

るみかん収穫体験が、町内の農園で行われました。

町内外から集まった参加者は、それぞれ収穫を

体験し、もぎたてのアルギットみかんをその場で

口にするなど、平生の味を楽しみながら地域間交

流を行っていました。

同会は、これからも平生町の良さを体験や交流

会を通して発信していく予定です。

花
の
寄
せ
植
え
な
ど
を
体
験

振
興
協
議
会
主
催
で
開
か

れ
ま
し
た
。

児
童
ら
は
、
県
花
き
振

興
セ
ン
タ
ー
職
員
や
町
内

育
苗
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
の

指
導
の
も
と
、
た
く
さ
ん

の
苗
の
中
か
ら
気
に
入
っ

た
６
つ
の
苗
を
選
び
、
色

と
り
ど
り
の
花
の
寄
せ
植

え
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の

寄
せ
植
え
は
、
フ
ラ
ワ
ー

ラ
ン
ド
で
の
コ
ン
テ
ス
ト

に
も
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
９
日
、
佐
賀
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象

に
、
花
の
寄
せ
植
え
体
験
教
室
が
、
南
す
お
う
地
域
花
き
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パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展
を
開
催

町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
平

成
21
年
度
特
別
展
示
「
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
展
」
が
、
11
月
14

日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
、
同

館
付
属
展
示
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

中
央
公
民
館
登
録
団
体

「
さ
さ
ゆ
り
」
に
よ
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
柄
の
布
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
た
約
１
０
０
点
も
の

作
品
は
、
多
く
の
来
館
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

11
／
７
　
曽
根
地
区

11
／
７

佐
賀
・
や
ぶ
地
区

11
／
22

尾
国
地
区

すくすくセミナー講演会
母子保健推進協議会主催のすくすくセミナー講演会

が、11月13日、保健センターで開催されました。

柳井健康福祉センターの升田弘子保健師を講師に迎

え、「タバコの害について」と題された講演があり、

集まった参加者は熱心に聞いていました。

参加者からは「タバコが体とこころに与える影響の

フェンシングでアジア選手権出場
11月15日から18日にかけて、カタール国で行われ

る2009フェンシングアジア選手権大会の日本代表

（女子エペ種目）として、熊毛南高校教諭の雪本桂子

島
根
県
で
行
わ
れ
る
第
７
回
Ｊ
Ｆ
Ａ
中
国
ガ
ー
ル
ズ
・
エ

イ
ト
（
Ｕ-

12
）
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
出
場
が
決
ま
っ
た
浅
田

女
子
サ
ッ
カ
ー
中
国
大
会

梨
花
さ
ん
（
平
生
小
６
年
）

が
町
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
12
歳
以
下

の
女
子
サ
ッ
カ
ー
中
国
大
会

で
、
浅
田
さ
ん
は
所
属
の
周

東
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
と
し
て
出
場
し
ま

す
。６

年
生
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を

始
め
た
と
い
う
浅
田
さ
ん

は
、
「
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん

大
き
く
な
っ
て
活
躍
し
て
く

だ
さ
い
。
」
と
山
田
町
長
か

ら
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

左
か
ら
山
田
町
長
、
高
木
教
育
長
、
浅
田

さ
ん
、
宮
本
監
督
、
大
田
体
育
協
会
長

各地区でいもほり

10
／
24

大
野
地
区

選手が選ばれました。

報告のため、11月５

日に町役場を訪れた雪本

選手は、「アジア大会は

大きな大会なのでがんば

りたい。」と話されまし

た。

大きさに、と

ても驚いた。」

との声も聞か

れました。
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秋
の
叙
勲

◆
旭
日
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
表
彰

第57回山口県統計大会が11月16

日に県庁で開かれ、統計調査員とし

て永年勤めた功績により、町内から

２人の調査員が表彰されました。

受賞された調査員は、次のとおり

です。（敬称略）

◆山口県統計協会会長表彰

中丸政一（佐賀）

田中義雄（尾国）

統計調査員表彰

△左から田中さん、中丸さん

△左から、山田町長、吉原さん、谷村さん、
山本社会福祉協議会会長

11月13日、教育・文化の振興のため、眞工金属株式会社平生工場（藤田光隆代表取締役）より町に金一封
のご寄付がありました。ありがとうございました。

10
月
28
日
に
光
市
で
行
わ
れ
た
第
59
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
社

会
福
祉
事
業
功
労
者
と
し
て
吉
原
和
子
さ
ん
（
佐
賀
）
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
た
ん
ぽ
ぽ
」（
谷
村
敦
子
代
表
）
が
知
事
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
11
月
20
日
、
報
告
の
た

め
町
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

吉
原
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
か
ら
現
在
ま
で
、

使
用
さ
れ
な
い
カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら
封
筒
を
作
成

し
、
社
協
や
行
政
、
地
域
の
商
店
や
敬
老
会
案

内
用
に
封
筒
を
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
長
年
に
わ

た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、

昭
和
61
年
か
ら
現
在
ま
で
、
曽
根
地
区
の
独
居

も
し
く
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
へ
、
手
作
り
の

お
弁
当
を
月
に
１
回
届
け
ら
れ
て
お
り
、
長
年

に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
地
域
福
祉

の
模
範
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

農
事
功
績
表
彰

◆
緑
白
綬
有
功
章

町
農
業
委
員
会
会
長
で
も
あ
る
弘
中
精
一

さ
ん
（
大
野
南
）
が
、
社
大
日
本
農
会
（
総

裁：

桂
宮
宜
仁
親
王
殿
下
）
農
事
功
績
者
表

彰
（
緑
白
綬
有
功
章
）
を
受
章
さ
れ
、
11
月

26
日
、
ご
夫
婦
で
町
役
場
へ
報
告
に
訪
れ
ま

し
た
。

弘
中
さ
ん
は
、42
年
の
農
業
経
験
の
中
で
、

高
品
質
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
安
定
生
産
を

実
現
す
る
な
ど
の
経
営
発
展
の
実
績
や
、
ま

た
、
県
指
導
農
業
士
や
町
農
業
委
員
会
会
長

と
し
て
地
域
の
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

△左から山田町長、弘中精一さん、純子さん

元
平
生
町
議
会
議
員
の
吉
田
博
海
さ
ん
（
大

野
南
）
が
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
、
11
月
13

日
、
町
役
場
を
訪
れ
て
受
章
の
報
告
を
し
ま
し

た
。吉

田
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
か
ら
20
年
も
の
長

き
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
在
任
中
は
、
議

長
や
副
議
長
を
歴
任
さ
れ
、
ま
た
、
議
員
活
動

以
外
で
も
、
町
体
育
協
会
会
長
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
長
、
保
護
司
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や

青
少
年
健
全
育
成
、
更
生
保
護
活
動
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
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生
活
環
境
改
善
で
知
事
表
彰

11
月
17
日
、
美
祢
市
で
開
か
れ
た
第
51
回
快
適
な
環
境
づ
く
り
山
口
県
大
会

に
お
い
て
、
高
田
湧
子
さ
ん
（
曽
根
）
が
、
生
活
環
境
改
善
事
業
功
労
者
と
し

て
知
事
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

高
田
さ
ん
は
、
平
生
町
環
境
衛
生
推
進
協
議
会
の
代
表
者
と
し
て
、
長
年
に

◆
平
生
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

●
善
行
者
表
彰

◎
朝
顔
壮
一

佐
賀
ふ
れ
あ
い
教
室
安
全
管
理
員
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
社
会
の

中
で
心
豊
か
で
健
や
か
に
育
ま
れ
る
環

境
づ
く
り
に
尽
力
。
ま
た
、
各
種
行
事

も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
記
録
写
真
を

撮
影
し
て
配
布
す
る
な
ど
地
域
の
人
か

ら
の
信
望
も
厚
い
。

◎
熊
毛
南
高
等
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部（
18
名
）

毎
年
、
点
字
カ
レ
ン
ダ
ー
を
３
部
作

成
し
て
、
町
内
在
住
の
目
の
不
自
由
な

人
に
配
ら
れ
て
い
る
。
折
り
紙
な
ど
も

点
字
カ
レ
ン
ダ
ー
に
貼
り
つ
け
、
毎
年

学
生
か
ら
直
接
本
人
に
手
渡
し
す
る
な

ど
、
社
会
福
祉
に
尽
力
。

●
「
少
年
の
主
張
」
優
秀
作
品
表
彰

○
優
秀

大
田
莉
菜
（
平
生
小
６
年
）

片
山
朋
也
（
平
生
小
６
年
）

金
福
真
梨
奈
（
佐
賀
小
６
年
）

木
舩
律
紀
（
佐
賀
小
５
年
）

竹
原
志
歩
（
平
生
中
３
年
）

福
本
夕
佳
（
平
生
中
２
年
）

冨
田
佳
歩
（
熊
毛
南
高
１
年
）

永
木
美
弥
（
熊
毛
南
高
１
年
）

○
優
良

浦
田
舞
香
（
平
生
小
６
年
）
蔭
山
さ

く
ら
（
同
６
年
）
桑
原
美
幸
（
同
６

各

分

野

で

表

彰

年
）
佐
久
間
綾
菜
（
同
６
年
）
西
岡

和
馬
（
同
６
年
）
丸
山
千
春
（
同
６

年
）
村
　
愛
樹
（
同
６
年
）
山
本
夏

那
（
同
６
年
）
四
宮
頼
我
（
同
６
年
）

伊
藤
里
帆
（
佐
賀
小
６
年
）
宇
佐
川

京
（
同
６
年
）
平
田
真
希
（
同
６
年
）

西
本
彩
華
（
同
５
年
）

本
佳
那

（
同
５
年
）
吉
岡
優
（
同
５
年
）
大

田
美
咲
（
平
生
中
３
年
）
吉
山
昂
佑

（
同
３
年
）
古
川
恵
美
里
（
同
２
年
）

金
岡
正
紘
（
同
１
年
）
村
竹
悟
（
同

１
年
）
稲
田
孝
平
（
熊
毛
南
高
２
年
）

斉
藤
智
美
（
同
２
年
）
豊
島
明
日
香

（
同
２
年
）
脇
穂
乃
花
（
同
２
年
）

◆
第
14
回
国
民
年
金

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

〈
小
学
生
の
部
〉

○
徳
山
社
会
保
険
事
務
所
長
賞

岩
木
桜
来
（
平
生
小
４
年
）

◆
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

○
最
優
秀
賞

山
本
彩
花
（
平
生
小
６
年
）

○
優
秀
賞

弘
永
珠
咲
（
平
生
小
５
年
）

山
本
怜
花
（
平
生
小
３
年
）

○
佳
作

小
田
あ
す
か
（
平
生
小
６
年
）

川
原
正
己
（
平
生
小
６
年
）

木
村
友
美
（
平
生
小
５
年
）

わ
た
り
環
境
対
策
に
取
り
組
ま

れ
、
「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
変
わ

ら
な
け
れ
ば
世
の
中
は
変
わ
ら

な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
温

暖
化
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
に
取

り
組
ま
れ
、
ま
た
各
種
講
演
会

の
講
師
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。

町
内
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

県
選
奨
を
受
賞

11
月
24
日
、
平
成
21
年
山
口
県
選
奨
式
が
県

庁
で
行
わ
れ
、
平
生
町
消
防
団
長
の
伊
田
親
男

さ
ん
が
社
会
活
動
功
労
の
分
野
で
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

伊
田
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
か
ら
現
在
ま
で
38

年
の
長
き
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ

れ
、
分
団
長
、
副
団
長
を
経
て
、
現
在
は
団
長

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
火
災
現
場
で
の

消
防
活
動
か
ら
、
消
防
施
設
の
拡
充
、
団
員
の

教
育
訓
練
、
火
災
予
防
啓
発
活
動
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
消
防
力
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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救急時に備えて No.582

レタスは生で食べることが多いですが、火を通すとかさ
が減りたっぷり食べることができます。

《材　料》　４人分

《作り方》

①鶏むね肉は一口大の削ぎ切りにし、塩、こしょうをする。
②レタスは、芯を取り５～６cm角に切る。しょうがはせ
ん切りにする。

③フライパンにサラダ油を熱し、肉の両面を焼きつける。
レタスを加えて炒め、酒を振り、とりがらスープを2/3
カップ加えて煮立てる。コーンを入れる。

④塩、こしょうを振り、ふたをして４～５分煮る。
⑤牛乳を加えてひと煮し、同量の水で溶いた片栗粉を混ぜ
てとろみをつけ、最後にごま油を加える。

鶏むね肉 200ｇ
塩、こしょう 少々
レタス 400ｇ
しょうが　　　　 １片
サラダ油 大さじ２
酒　　　　　　大さじ４
とりがらスープの素 小さじ１

コーン（冷） 25ｇ
塩 小さじ2/3
こしょう 少々
牛乳 １,1/3カップ
片栗粉 大さじ１,1/3
ごま油 大さじ１

鶏肉とレタスのクリーム煮

救急時というのは、日常的ではないため、

気が動転してあわててしまうことがあるかも

しれませんが、いざというときに備えて、救

急時の連絡先の電話番号などを日ごろから確

認しておいてメモしたり、携帯電話などに登

録しておく事も大切ですね。

●４分以内に適切な処置を

私たちは毎日の生活の中でいつ、どこで、どのような場面で救急時に立ち会うかもしれません。そのよう

な時、そばにいる人ができることがあります。

●休日夜間応急診療所など

（
研
修
時
の
様
子
）

呼吸や心臓が停止した場合、心肺蘇

生が１分遅れるごとに７～10％救命

率が減少すると言われており、ＡＥＤ

（自動体外式除細動器）や心臓マッサ

ージ、人工呼吸などによる蘇生が４分

以内に必要だといわれています。

夜間や休日に、救急車を呼ぶほどではない

程度のけがや病気の場合は、柳井地域休日夜

間応急診療所を受診することができますし、

電話相談もあります。（広報13頁参照）

●救急時の連絡・通報

◇救急法とは

けが人や病人を医師や救急隊員に引き渡すまでの間に、適切な救命処置や応急手当を行うことをいいます。

救急隊員や医師に引き渡されるまでの短い時間が、その患者にとって、生命を左右する重大な時間となる

ことがあります。この重大な時間に、周囲の人が素早く適切な処置をすれば、その人の命を救うことができ

る可能性が高まるのです。

緊急性のない軽いけが・軽い病気の

場合や、入院のためのタクシー代わり

などの場合には、救急車を呼ばないで

ください。

の目印などを確認したうえで、１１９番に通報します。

・火事か救急かを聞かれますので、「救急です」と答えます。

・病気やけがの内容や容態、それまでの経緯などを伝えます。

・来て欲しい場所を告げます。（番地までわかれば正確に。付

近に目印となる建物などあればそれを伝えます。）

・通報者の名前と電話番号を伝え、応急手当の指導があれば、

指示にしたがって行います。

・救急車のサイレンが聞こえたら、道路までだれかが出て誘導

します。（夜間は懐中電灯で合図をするなど。）

・容態の変化や応急手当の内容、持病の有無やかかりつけ医な

どを伝えます。

①あわてず落ち着いて、まわりにいる人

と協力して行動します。

②救急車が必要と思ったら、今いる場所

・柳井地域休日夜間応急診療所

・こころの救急電話相談

・小児救急電話相談
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No. 172

高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

〜
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
心
身
と
も
に
い
き
い
き
と
〜

町
役
場
健
康
福
祉
課

高
齢
者
が
「
要
介
護
状
態
」
に

な
る
主
な
原
因
の
一
つ
に
、
筋
力

低
下
に
よ
る
転
倒
や
骨
折
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

筋
力
の
衰
え
は
、
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
、
日
常
に
お
け
る
運
動
量

が
減
っ
て
く
る
こ
と
に
起
因
し
て

実
感
し
て
き
ま
す
。
若
い
こ
ろ
に

比
べ
る
と
、
加
齢
と
と
も
に
運
動

す
る
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
き
ま

す
の
で
、
身
体
機
能
の
自
然
衰
退

に
拍
車
を
か
け
て
筋
力
低
下
が
進

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
本
町
で
は
、
比
較
的
元

気
な
間
に
現
状
の
身
体
機
能
を
維

持
・
改
善
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

５
年
前
か
ら
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
高
齢
者
を
対
象
に
「
高
齢
者
筋

力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
実
施
す
る
際
に
、
無
理
を
し
た

り
、
間
違
っ
た
方
法
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
す
る
と
、
関
節
な
ど
に
悪

影
響
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
指
導
者
に
よ
る
的
確
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
無
理
な

く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

効
果
の
現
れ
方
は
人
に
よ
っ
て

差
が
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
に
約

１
０
０
名
参
加
さ
れ
、
そ
の
後
も

継
続
し
て
施
設
を
利
用
し
な
が

ら
、
元
気
に
社
会
で
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
業
を
と
お
し
て
参
加
者

同
士
の
交
流
が
生
ま
れ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
こ
と
も

精
神
面
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

「
高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
教
室
」
は
、
あ
く
ま
で
も
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
の
で
、
こ
の
教

室
を
自
ら
の
健
康
づ
く
り
の
“
き

っ
か
け
”
と
し
て
気
軽
に
参
加
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

▼
対
象
者

平
生
町
に
住
所
を
有
す
る
お
お

む
ね
60
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て

「
よ
く
転
ぶ
」「
つ
ま
づ
く
」
な
ど
、

下
肢
筋
力
低
下
で
不
安
に
な
っ
て

い
る
人
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

意
欲
が
あ
る
人
。
（
た
だ
し
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
身
体
的
支
障
の
な

い
人
、
ご
自
分
ま
た
は
ご
家
族
な

ど
の
送
迎
で
通
う
こ
と
が
可
能
な

人
。）

▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容

は
じ
め
に
み
ん
な
で
軽
い
準
備

運
動
を
行
い
、
そ
の
後
、
４
種
類

の
マ
シ
ン
を
使
い
一
人
一
人
の
体

の
状
態
に
合
わ
せ
、
無
理
な
く
全

身
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。『

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
Ｐ
・
Ｐ
ク
ラ

ブ
（
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
や
看

護
師
を
含
む
男
女
10
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
）
』
が
、
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
指
導
お
よ
び
サ
ポ
ー

ト
を
し
ま
す
。

▼
今
年
度
の
実
施
予
定

１
月
〜
３
月
の
毎
週
２
回

（
火
・
金
）
午
前
10
時
〜
12
時

（
参
加
者
募
集
中
12
月
25
日
締
切
）

▼
実
施
場
所

平
生
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
平
生
町
大
字
曽
根
１
２
６-
２
）

▼
参
加
費
用

３
０
０
円
／
回
（
実
施
日
）

■
問
合
せ
先

町
役
場
健
康
福
祉
課
　

Tel(

５
６)

７
１
１
５

12月…21日月、23日（水／天皇誕生日）、、27日（日／月末整理日）、28日月～31日木
１月…１日金～４日月、11日（月／成人の日）、12日（火／振替休日）

《一般書》

《児童書》

いかずち切り

山本　一力　著

再会

重松　　清　著

山崎豊子自作を語る　１

山崎　豊子　著　

白洲次郎・正子珠玉の言葉

北　　康利　編　

もっとひつじぱん

あきやまただし作・絵

おやゆびとうさん

スズキ　コージ　絵

カボちゃんのふでばこ

高山　栄子　作

魔法の庭のピアノレッスン

あんびる　やすこ作・絵　

アルカディアの魔女

篠田真由美　作

バス水没事故幸せをくれた10時間

中島　明子 著

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり
「だから人は本を読む」

福原　義春　著

私という人間は、今まで読んだ本

に編集されて、でき上がっているの

かもしれない。経済界随一の読書家

といわれる資生

堂名誉会長によ

る、文字・活字

文化の継承に向

けた提言。著者

が影響を受けて

きた本も紹介す

る。

平生図書館　Tel（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分
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●振り込め詐欺被害の防止

【交通安全標語】

●ひったくり被害の防止
金融機関や買い物帰りの女性

や高齢者が狙われています。

鞄の持ち方を工夫するなど、

十分注意しましょう。

犯罪のない明るい年末年始を！

「こないだろう」 それがあぶない 「きてるかも」（平成21年「交通安全年間スローガン」）

自宅にやって来た業者に太陽光発電を勧められ、すぐに申し

込まないと国からの補助金が受けられなくなると言われたので

契約してしまいました。しかし、高額なので解約したいのです

が、どうすればいいでしょうか。

訪問販売により契約した場合は、契約書面を受領した日を含

めて８日以内であればクーリング・オフができます。

早急にクーリング・オフの手続きをとりましょう。

太陽光発電は、「住宅用太陽光発電補助

金制度」や「太陽光発電の新たな買取制度」

などにより、普及が促進されています。

しかし、この制度の対象にならないのに、

補助金が出ると言って強引に契約を結ばせ

るなどの消費者トラブルが発生しています

◆◇ワンポイント◇◆

太陽光発電の訪問販売トラブル

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

（一般の住宅での太陽光発電設置費用は、本体や付属機器、工事費

などを含めておよそ200万円台のようです。）。また、発電量は住宅

の立地条件などにより異なるため、売電金額が業者の説明よりも少

ないといったトラブルもあります。

契約にあたっては、事前に自分自身で契約内容や制度についてよ

く確認し、理解した上で契約することが大切です。なお、クーリン

グ・オフ手続きは電話や口頭で済まさず、必ず内容証明の郵便など、

書面を送付することにより行ってください。

年末年始は、例年犯罪や事故が多発傾向にあるため、警察では今年も「年末年始特別警戒」を実施し

ます。明るい新年を迎えるため、次のことに気をつけましょう。

次の点に注意しましょう。

・すぐに振り込まない。

・警察や家族に相談する。

・身に覚えのない要求は無視する。

※エクスパック（日本郵便の定形小包郵便物）で

現金を送ることはできません。

●侵入盗被害の防止

県内では、侵入盗被害の約半数が無施錠の玄関

や窓から侵入されています。

外出や就寝の際は必ず鍵を掛けましょう。

金融機関や深夜スーパー

などの周辺で、不審な人や

車を見かけたときは、すぐ

に警察に通報しましょう。

●金融機関などを狙う強盗事件の防止

※事件事故などの緊急通報は「１１０番」へ！

不審な電話やメール、ハガキが届いたときは、
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 たき火　　12：00 平生町の歌　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 冬の夜

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》

１月13日水 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》

１月13日水 ９：00～10：00

●ＨＩＶ抗体検査・相談《要予約》

※当日検査結果がわかります（１日５人限定）

１月13日水 13：00～15：30

●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》

１月８日金 10：00～15：00

●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》

12月15日火 13：00～14：00

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所

柳井市中央１丁目５番３号

Tel（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：12月19日土、１月16日土　午後１時～５時
内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、

乳児･育児相談など

山口県看護協会柳井支部事務局
Tel0820（78）0310「まちの保健室」

受付時間
毎日 午後７時～10時

Tel＃8000 または Tel083（921）2755（携帯電話も可）

山口県精神科
救急情報センター

Tel0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

小児救急電話相談

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【12月】 納期限１月４日

固定資産税　　　　　　第３期
国民健康保険税　　　　第６期
介護保険料　　　　　　第６期
後期高齢者医療保険料　第６期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　Tel（56）7114

（介護保険料）健康福祉課　Tel（56）7115
（後期高齢者医療保険料）町民課　Tel（56）7113

行政協力員会議が
開催されました

11月９日から13日にかけて、町内５地区４会場

で行政協力員会議が開かれました。

この行政協力員会議は、各自治会の行政協力員

と町執行部が参加して行われているもので、今年

度も春に続く２回目の会議となり、行政と町民で

対話ができる重要な会議となっています。
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

●
保
育
時
間

火
・
水
・
木
曜
日
（
弁
当
日
）
／

午
前
８
時
〜
午
後
２
時
、
月
・
金
曜

日
／
午
前
８
時
〜
午
前
11
時
30
分

●
申
込
期
限

平
成
22
年
１
月
29
日
金

●
申
込
場
所

町
教
育
委
員
会
、
佐

賀
出
張
所
、
平
生
幼
稚
園

●
申
込
方
法

各
申
込
場
所
に
備
え

付
け
て
い
る
申
込
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）

に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

Tel
（
５
６
）
６
０
８
３

平
生
幼
稚
園

Tel
（
５
６
）
２
２
９
１

町
立
幼
稚
園
の
園
児
募
集

●
募
集
園
児
（
定
員：

１
４
０
人
）

◇
年
長
組
（
５
歳
児
）

平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

◇
年
中
組
（
４
歳
児
）

平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

◇
年
少
組
（
３
歳
児
）

平
成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

保
育
園
の
園
児
募
集

●
入
所
要
件

保
護
者
が
仕
事
に
従
事
し
た
り
、

病
気
、
出
産
、
看
護
な
ど
に
よ
り
家

庭
で
十
分
な
保
育
が
で
き
な
い
場
合

●
保
育
園
紹
介
《
所
在
地
／
定
員
／

開
所
時
間
／
乳
児
保
育
年
齢
／
電
話

番
号
》

◇
平
生
保
育
園
（
公
立
）

《
平
生

村
８
２
４-

３
／
１
０
０
人
／
平

日：

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時
30

分
、
土
曜：

午
前
７
時
30
分
〜
午
後

５
時
）
／
生
後
10
カ
月
〜
／
Tel
（
５

６
）
２
２
９
３
》

◇
宇
佐
木
保
育
園
（
公
立
）

《
宇

佐
木
４
８
９-

４
／
45
人
／
同
右
／

同
右
／
Tel
（
５
６
）
２
４
１
７
》

◇
佐
賀
保
育
園
（
公
立
）

《
佐
賀

１
５
２
５-

１
／
45
人
／
同
右
／
同

右
／
Tel
（
５
８
）
０
１
２
５
》

◇
つ
ば
さ
保
育
園
（
私
立
）

《
曽

根
７
５
７-

１
／
60
人
／
平
日
・
土

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集

次
の
と
お
り
、
児
童
ク
ラ
ブ
指
導

員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員

１
人

●
勤
務
場
所

平
生
児
童
ク
ラ
ブ

（
平
生
中
央
児
童
館
２
階
）

●
勤
務
内
容

児
童
へ
の
遊
び
、
読

書
な
ど
の
指
導

●
勤
務
日
（
時
間
）

月
〜
金
曜
日
の
う
ち
１
日
（
授
業

終
了
後
〜
午
後
６
時
）
、
土
曜
日

（
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）
※
祝
日
、

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く

母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦
の
人
が
扶

養
す
る
お
子
さ
ん
の
入
学
や
就
職
に

必
要
な
経
費
や
修
学
資
金
に
対
す
る

貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
貸
付

は
、
就
学
支
度
資
金
・
修
学
資
金
・

修
業
資
金
・
就
職
支
度
資
金
（
母
子

家
庭
の
み
）
な
ど
で
、
面
談
後
に
貸

付
を
決
定
し
ま
す
。
（
連
帯
保
証
人

が
必
要
で
す
。）

●
申
込
期
限

就
学
支
度
資
金
　
平
成
22
年
３
月

10
日
水
（
入
学
時
に
限
る
。
２
月
か

ら
希
望
の
人
は
１
月
８
日
金
）
、
修

学
資
金
（
平
成
22
年
４
月
か
ら
希
望

の
場
合
）

平
成
22
年
３
月
10
日
水
、

そ
の
他
は
随
時
受
付

■
問
合
せ
先

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

Tel
（
２
２
）
３
７
７
７

町
役
場
健
康
福
祉
課

曜：

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
／
生
後

３
カ
月
〜
／
Tel
（
５
６
）
２
２
９

２
》

※
障
害
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
各
園

受
け
入
れ
可
能
で
す
。
各
園
と
も
見

学
は
自
由
で
す
が
、
事
前
に
園
へ
の

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
期
限

平
成
22
年
１
月
29
日
金

●
申
込
場
所

町
役
場
健
康
福
祉
課
、
佐
賀
出
張
所

●
申
込
方
法

各
申
込
場
所
に
備
え
付
け
て
い
る

申
込
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）
に
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
（
添
付
書
類：

源
泉
徴
収
票
、

就
労
証
明
書
な
ど
）

●
選
考

定
員
を
超
え
る
場
合
に

は
、
町
が
設
定
し
た
基
準
に
よ
り
選

考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

●
応
募
資
格

教
諭
免
許
資
格
（
幼

稚
園
、
小
・
中
・
高
等
学
校
）
、
保

育
士
資
格
の
い
ず
れ
か

●
賃
金
　
１
０
０
０
円
（
時
給
）

●
申
込
方
法

履
歴
書
（
市
販
の
も

の
で
可
）
を
12
月
22
日
火
ま
で
に
町

役
場
総
務
課
ま
た
は
佐
賀
出
張
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

町
役
場
総
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
１

平
生
町
職
員
募
集

●
試
験
職
種
　
建
築

●
採
用
予
定
人
員

１
名
程
度

●
主
な
受
験
資
格

昭
和
50
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
１
級
ま
た
は

２
級
建
築
士
資
格
を
有
す
る
人

●
受
付
期
限

12
月
25
日
金

●
第
１
次
試
験
日

平
成
22
年
１
月
24
日
日

※
詳
し
く
は
、
広
報
ひ
ら
お
11
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
総
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
１
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＜ 以下は広告欄です ＞

相
　
　
談

講
座
・
講
習

お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
の
申
請
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
は
、
毎

年
１
月
１
日
に
資
格
を
有
す
る
人
の

申
請
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
人
は
、
名
簿
登
載
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な

い
と
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
と

し
て
投
票
や
委
員
の
リ
コ
ー
ル
請
求

な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
平
成
21
年
選
挙
人
名
簿
に
登

載
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
別
途
ご
案

内
い
た
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
で
該

当
の
人
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
資
格

平
生
町
に
住
所
が
あ
り
、
か
つ
平

成
２
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
で
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
、
ま
た
は

そ
の
耕
作
に
年
間
お
お
む
ね
60
日
以

上
従
事
し
、
前
者
と
同
居
し
て
い
る

親
族
お
よ
び
配
偶
者

■
問
合
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
（
町
役
場
経

済
課
内
）

Tel
（
５
６
）
７
１
１
７

た
こ
あ
げ
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

し
た
。
た
こ
あ
げ
を
す
る
際
は
、
次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
た
こ
あ
げ
は
、
近
く
に
電
線
の
通

っ
て
い
な
い
広
い
場
所
で
あ
げ
て

く
だ
さ
い

②
万
一
、
た
こ
が
電
線
に
か
か
っ
た

ら
、自
分
で
取
ろ
う
と
し
な
い
で
、

す
ぐ
に
中
国
電
力
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い

③
電
線
に
は
、
絶
対
に
触
ら
な
い
で

く
だ
さ
い

■
問
合
せ
先

中
国
電
力
株
柳
井
営
業
所

Tel
０
１
２
０
（
６
１
６
）
３
１
７

た
こ
あ
げ
に
よ
る
電
気
災
害
防
止

海
技
免
状
更
新
講
習

●
日
時

12
月
18
日
金
（
海
技
士
は

５
日
前
ま
で
に
要
予
約
）
受
付
　
午

後
５
時
20
分
／
講
習
　
午
後
６
時
〜

●
場
所

上
関
町
中
央
公
民
館

●
持
参
品

本
籍
記
載
の
住
民
票
１

通
（
変
更
あ
る
場
合
）
、
海
技
免
状

（
操
縦
免
許
証
）、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
認

印
、
写
真
２
枚
（
4.5
cm
×
3.5
cm
／
半

年
以
内
撮
影
、
正
面
・
無
帽
・
無
背

景
　
※
海
技
士
は
３
cm
×
３
cm
）

●
料
金

小
型：

７
５
０
０
円
（
小

型
失
効：

１
６
５
５
０
円
）
、
大

型：

８
４
０
０
円
　
※
送
料
別
途：

５
０
０
円

■
問
合
せ
先

社
中
国
船
舶
職
員
養
成
協
会
（
中

国
海
技
学
院
）

Tel
０
８
２
（
２
５
５
）
８
７
０
５

「
生
ご
み
ゼ
ロ
」
出
前
講
習
会

「
た
す
け
あ
い
ね
っ
と
わ
ー
く
」

は
、
山
口
県
の
委
託
を
受
け
て
、

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
を
使

っ
た
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し

て
お
り
、
随
時
無
料
の
出
前
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
た
す
け
あ
い
ね
っ

国
際
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０

山
口
県
国
際
交
流
協
会
創
立
20
周

年
記
念
事
業
「
国
際
活
動
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
１
０
」が
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
時

平
成
22
年
１
月
17
日
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所

山
口
県
総
合
保
健
会
館

（
山
口
市
吉
敷
下
東
３
丁
目
１-

１
）

●
内
容

記
念
式
典
、
桂
か
い
枝
の

記
念
講
演
（
英
語
落
語
も
）
、
ス
テ

ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、活
動
紹
介
、

飲
食
販
売
、
物
品
販
売
、
世
界
の
伝

統
衣
装
の
展
示
・
試
着
、
世
界
の
遊

び
体
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
世
界

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
（
入
場
無
料
）

■
主
催
お
よ
び
問
合
せ
先

財
山
口
県
国
際
交
流
協
会

Tel
０
８
３
（
９
２
５
）
７
３
５
３

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
育
相
談

き
こ
え
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
の

こ
と
ば
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
相
談
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

●
対
象

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
、

小
中
高
校
生
（
料
金
は
無
料
で
す
）

●
内
容

こ
と
ば
の
発
達
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
、聴
力
測
定
、

補
聴
器
の
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

●
場
所

聴
覚
障
害
教
育
セ
ン
タ
ー

（
山
口
南
総
合
支
援
学
校
／
山
口
市

鋳
銭
司
２
３
６
４-

６
）

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

聴
覚
障
害
教
育
セ
ン
タ
ー
（
山
口

南
総
合
支
援
学
校
）

Tel
０
８
３
（
９
８
６
）
２
０
０
７

と
わ
ー
く

Tel
０
１
２
０
（
７
５
３
８
）
５
０

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、

「
日
本
年
金
機
構
」
が
ス
タ
ー
ト

◇
平
成
22
年
１
月
か
ら
、
社
会
保
険

庁
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
「
日
本
年

金
機
構
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

国
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
、

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目

指
し
、
社
会
保
険
庁
は
、
組
織
・
人

員
を
一
新
し
、
平
成
22
年
１
月
か
ら

「
日
本
年
金
機
構
」
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
は
、
新
た
に
「
年
金
事
務
所
」

と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相

談
な
ど
の
窓
口
と
し
て
引
き
続
き
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、

国
民
の
皆
さ
ま
に
何
ら
か
の
手
続
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

◇
出
張
年
金
相
談
所
の
開
設
時
間

●
場
所

平
生
町
商
工
会

●
開
設
日
お
よ
び
時
間

偶
数
月
　
第
１
木
曜
日
　
午
前
10

時
〜
12
時
、
午
後
１
時
〜
３
時

※
平
成
22
年
１
月
か
ら
、
田
布
施
町

商
工
会
お
よ
び
上
関
町
役
場
は
廃
止

と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

徳
山
社
会
保
険
事
務
所

Tel
０
８
３
４
（
３
１
）
２
１
５
０

町
役
場
町
民
課
保
険
年
金
班

Tel
（
５
６
）
７
１
１
３

Tel
（
５
６
）
７
１
１
５
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平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平
生
中
学
校
　
宮
本
朋
弥

平
生
中
学
校
　
岩
木
夏
月

「
す
こ
や
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

守
り
ま
し
ょ
う

街
の
ル
ー
ル
と

家
庭
の
ル
ー
ル

◇お詫びと訂正
先月号掲載のポスター最優秀作品について、画像だけが昨年度
のままとなっておりました。ここにお詫びし、訂正いたします。


